
Nagoya University Law School

NAGOYA LAW 2026
法を学ぶ  人間性を磨く

名古屋大学法科大学院
名古屋大学大学院法学研究科実務法曹養成専攻

Educational  Philosophy

幅広い教養と優れた専門能力を備えた法曹の養成

多方面で活躍できるバランスのとれた法曹の養成

広い視野と国際的関心をもつ法曹の養成
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法律جຊ科໨と法律実務ૅج科໨が充実し、理論ڭҭと実務ڭҭが࿈ಈするΧϦΩϡϥϜઃܭ
ҭମ੍ڭ同ڠһにΑるڭһと実務家ڭ者ڀݚ
法学ະ修者にରするগ人਺ڭҭ、弁護士にΑる実ఆ法ૅج科໨のઃஔ
ల։ɾઌ୺科໨をʮࣾࡍࠃ会と法ʯʮۀا活ಈと法ʯʮࢢຽ生活と法ʯをؚΉ�ͭのάϧʔϓに分 しྨ、Ί͟ す法૤ と͝にཤ修Ϟσϧをఏڙ
෯広いૅج法学ɾྡ઀科学の知ݟを修ಘするたΊの科໨のઃஔ
*5を活༻し、ʮ名ݹ԰大学法科大学院ڭҭࢧԉγεςϜʯや࿥ըର৅तۀを෮श࣌に視ௌできるʮ%B"MQTʯなͲをಋೖ

《法科大学院�未修２年�Oさん》
実定法基礎Ⅰ・Ⅱ学生コメント

　「実定法基ૅ」では、実務Ո教һが自
身の๛෋な経験に基ͮき、法律の基ૅ知
ࣝを実際の答案にどう活かすかをஸೡに
教えてくれます。司法試験合格のൿ݃や、
弁護士になる্での۩ମ的なΞυόΠス
を直઀ฉけるوॏなػձです。授業時間
֎にも、学習のෆ҆やকདྷのٙ問をݸผ
に相ஊできるため、学生の司法試験合格
を力強くサϙートしてくれる授業です。
法律の学習経験がない未修者にとってಛ
にॏ要な授業だと思います。

《୲当教һ》
総合問題演習（民事法）教һコメント

　本授業では、在学中受験にରԠする
ため、授業実ࢪ期間を前期前൒と後期
前൒にৼりわけています。ݪଇとして
一つの問題演習を２ճに分けて行う演
習科目であり、授業の進行はスϥΠυ
と࣭ٙԠ答とをซ༻して૒方向的に行
われています。ૉࡐとする事例問題は
かつ۩ମ的であり、現実にも起こࡉৄ
り得るฆ૪事例を૝定しつつ、実務Ո
教һが事例に現れた事実の法的評価や
要件事実論をؚんだ実ମ法とखଓ法の
྆面にわたる授業をఏڙしています。
後期では、研究者教һがߴ度に領域ԣ
அ的かつ理論的な問題点をఏ起する事
例問題をఏڙし、実務Ո教һがखଓ法
のଆ面をิ足するࣜܗの授業を行うな
ど、前期と後期でのχーζの相ҧにԠ
えています。

ΧϦΩϡϥϜͷฤ੒
名ݹ԰大学法科大学院のΧϦΩϡϥϜは、法律جຊ科໨、法律実務ૅج科໨、ૅج法学ɾྡ઀科໨、ల։ɾઌ୺科໨の̐ ͭの科
໨܈から成りཱっています。法律جຊ科໨では、法૤にڞ௨にඞ要とされるجຊ�法にͭいて、ઐ໳的な学識とͦ のԠ༻能力をᔻཆし
ます。法律実務ૅج科໨では、法૤に求Ίられる分ੳɾٞ論能力や੹೚ײɾྙ理؍౳を身にͭけます。

ج法学ɾྡ઀科໨ʢ実ఆ法ૅجˎ� ᶗૅɾᶘをআくʣٴͼల։ɾઌ୺科໨にͭいてはɼ���年࣍഑౰科໨を2�年࣍ʢ�2�年ίʔε��年࣍ʣɼ���年
ʣにཤ修することもՄ能࣍ʢ�2�年ίʔε2�年࣍ʣ഑౰科໨を��年࣍ʢ�2�年ίʔε��年࣍ʣにɼ�2�年࣍ʢ�2�年ίʔε2�年࣍
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ಛผ講義演習（法੔備ࢧԉ論演習）�
ಛผ講義演習（֎ࠃ法ಛผ演習Ⅰ）
ಛผ講義演習（֎ࠃ法ಛผ演習Ⅱ）

名ݹ԰大学は、もの くͮりۀ࢈がूੵする஍Ҭに͋る中֩大学のҰͭで り͋、શ学をڍ
͛てࡍࠃԽにऔり૊んでいる大学でも͋ ります。ຊ法科大学院は、ͦ͏ した名ݹ԰大学にお
けるઐ໳৬大学院として、ᶃ๛かな人ؒੑとײडੑにཪଧちされ、෯広いڭཆと༏れた法
的ઐ໳能力をඋ͑た法૤のཆ成、ᶄࡍࠃ的なؔ心を持ͭ法૤のཆ成、ᶅࢢຽ生活にؔ࿈
する分野にͭいて広ൣな知識を༗するϗʔϜυΫλʔ的な法૤のཆ成とい͏ ҭ理೦ɾ໨的ڭ
のもと、։ઃҎདྷଟくの修了生をੈに送りग़してきました。法૤ཆ成に しؔては、2�2�年に
在学中司法試験ड験੍౓のಋೖ、2�2�年の司法試験$#5ԽなͲ、ۙ࣌いくͭ かの஫໨
す΂きಈきが り͋ますが、ຊ法科大学院では、ͦ͏ したಈきも౿ま͑ ͭͭ、Ҿきଓき充実した
を੔උすることで、上ड़の理೦ɾ໨的にԊった法૤のཆڥし、学शしやすい؀ڙҭをఏڭ
成にͭな͛てߦきたいと考͑ています。
　ຊ法科大学院のΧϦΩϡϥϜは、法律جຊ科໨、実務ૅج科໨、ૅج法学ɾྡ ઀科໨、
ల։ɾઌ୺科໨に きͭ、ஈ֊的なܗでແ理なくʢ在学中司法試験ड験者もؚΊʣཤ修を
Մ能にすることを考͑て૊まれています。これにԊって、2年 ʢؒط修者ίʔεʣまたは�年 ʢؒະ
修者ίʔεʣ೪り強く学修にऔり૊Ίば、司法試験に合格するだけでなくͦ のޙ実務家とし
て࢓事をしてߦくたΊのʮૅجମ力ʯʢ෯広いઐ໳知識や法的思考能力、จষ表現能力なͲʣ
を身に着けることができるはͣです。また、在学生や修了生との交ྲྀを௨͡ てʕ法૤としての生֔の強みとなるʕ人的ωοτϫʔΫをߏஙする
こともできます。
　ຊ法科大学院では、ೖ学者のʮଟ様ੑʯが、法科大学院ڭҭをΑり実りଟきものとするとい͏ 考͑から、ೖ学者のબൈ方法として、ʮҰ
ൠબൈʯにՃ͑、ʮಛผબൈʯを実ࢪしています。ʮಛผબൈʯの͏ ち、ʮࣾ会人ɾଞ学෦ग़身者બൈʯにおいては、ॻྨ৹ࠪとޱड़試
験のみでબൈをߦいますʢこのબൈではʮ理ܥ法૤࿮ɾࡍࠃ法૤࿮ʯをઃけていることもҰͭのಛ௃ですʣ。また、法૤ίʔεग़身者を
ର৅とするಛผબൈとしては、ॻྨ৹ࠪとޱड़試験でબൈするʮ̑ 年Ұ؏ڭܕҭબൈʯʢ法૤ཆ成࿈ڠܞఆを݁んでいる学෦の法૤ίʔ
εग़身者がର৅ʣとʮ։์ܕબൈʯʢશࠃの法૤ίʔεग़身者がର৅ʣも実ࢪしています。
　*5ٕज़を活༻した෮शγεςϜ౳のະ修者ڭҭの充実にؔするॾ々の࢓૊み、ࡍࠃ的な୹ݚظ修のػ会、ۀا法務をؚΊたΤΫελʔ
ϯγοϓのঢ়گ、修了生にରするϦΧϨϯτڭҭなͲ、このϝοηʔδでは఻ き͑れないことが୔ࢁ り͋ます。このύϯϑϨοτはもちΖん、ຊ法
科大学院の΢ΣϒαΠτやઆ໌会でຊ法科大学院にͭいてҰ૚ しৄく知っていただき、ͦの݁Ռ、গしでもັ 力を͡ײ ていただけた方には、
ੋඇຊ法科大学院΁のೖ学をલ向きにݕ౼していただきたいと思います。ҙཉ͋る方々のੵۃ的なνϟϨϯδをお଴ちしています。

　法学はઆಘの学໰で り͋、આಘのたΊの手ஈとして法ྩ、判ྫ、学આなͲを活༻します。
୭かをઆಘするたΊには、ʮなぜʯとい͏ ໰いに౴ る͑ことがඞ要です。ʮなぜʯとい͏ ໰いは、
౴͑ても࣍のʮなぜʯを生みग़します。
　法律のҙٛは、ʮ法律では˓˓とఆΊられているから。ʯと౴͑れば、ͦ れҎ上のʮなぜʯ
とい͏ ໰いをҰԠはࢭΊることに り͋ます。ͦれނに、法ղऍがॏ要で り͋、判ྫや学આの
理ղも大切になります。
　ద切な法のղऍやӡ༻をߦ た͏Ίには、広くてਂい思考がෆՄܽです。ࢲがઐ໳とする
会ࣾ法では、ܦӦをࢧ る͑ۀا法務とい͏ ཱ場から՝୊にऔり૊Ήことがଟく͋ ります。ࣥ
ଆからの相ஊにରして、ʮҧ法でߦ り͋、できない。ʯと౴ る͑ことは؆୯ですが、これでは
৴頼をಘられまͤん。ΉしΖ、ʮҧ法となるՄ能ੑがߴいので、同͡ ໨的をୡ成するたΊに、
˓˓の方法でߦってはͲ͏ か。ʯとい͏ ղܾࡦをఏࣔする力こͦ が求Ίられます。
　ͦのࡍには、法ྩ౳の಺༰だけではなく、会ࣾのྺ࢙、จԽ、ܦӦঢ়گなͲを理ղし
てこͦ、ద切な法的ॿݴをߦ こ͏とができます。会ࣾがஔかれているڥ؀を理ղするたΊに
は、ࠃ಺֎のࣾ会ɾ੓࣏ɾࡁܦঢ়گを理ղすることがෆՄܽです。ۙ઀ྖҬの੫法、会ܭ、
。଴されていますظもܞӦ学との࿈ܦ
　法実務にܞわるときに実ફすることができるΑ͏ に、पลやഎܠに͋る事৘をҙ識しͭͭ、
法がಈく࢟を学んでいただきたいと思います。

法的思考力で課題の解決策を提案するڀݚՊ௕ϝοηʔδ
Պ௕ڀݚ԰େֶେֶӃ๏ֶݹ໊
த౦ �ਖ਼จ

๏ՊେֶӃ௕ϝοηʔδ 名古屋大学法科大学院で法曹を目指しませんか໊ݹ԰େֶ๏ՊେֶӃ௕
খౡɹ३

01 02名古屋大学法科大学院 名古屋大学法科大学院
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ҩྍと法
刑事学
現୅刑事司法論　

経ࡁ法Ⅰ・Ⅱ
౗࢈法Ⅰ・Ⅱ
ຽ事ࣥ行・保全法
知的࢈ࡒ法Ⅰ・Ⅱ

౗࢈法演習
ۚ༥法
Ϗジωス・ϓϥンχンά

際法Ⅰ・Ⅱࠃ
際私法Ⅰ・Ⅱࠃ
際私法理論研究基ࠃ Ⅰૅ・Ⅱ�
際法理論研究Ⅰ・Ⅱࠃ

際私法理論研究Ⅰ�・Ⅱࠃ
際法演習Ⅰ・Ⅱࠃ
人と法ࠃ֎
法੔備ࢧԉ論

選୒必修
ΤΫスλーンγοϓ
ロΠϠリンά ໛ٖࡋ判（ຽ事）

選୒選୒
総
合
法
政

専
攻
科
目

ຽ法૯合研究"・#
刑事法૯合研究"・#
経ࡁ法研究"・#

ಛผ講義演習（法੔備ࢧԉ論演習）�
ಛผ講義演習（֎ࠃ法ಛผ演習Ⅰ）
ಛผ講義演習（֎ࠃ法ಛผ演習Ⅱ）

名ݹ԰大学は、もの くͮりۀ࢈がूੵする஍Ҭに͋る中֩大学のҰͭで り͋、શ学をڍ
͛てࡍࠃԽにऔり૊んでいる大学でも͋ ります。ຊ法科大学院は、ͦ͏ した名ݹ԰大学にお
けるઐ໳৬大学院として、ᶃ๛かな人ؒੑとײडੑにཪଧちされ、෯広いڭཆと༏れた法
的ઐ໳能力をඋ͑た法૤のཆ成、ᶄࡍࠃ的なؔ心を持ͭ法૤のཆ成、ᶅࢢຽ生活にؔ࿈
する分野にͭいて広ൣな知識を༗するϗʔϜυΫλʔ的な法૤のཆ成とい͏ ҭ理೦ɾ໨的ڭ
のもと、։ઃҎདྷଟくの修了生をੈに送りग़してきました。法૤ཆ成に しؔては、2�2�年に
在学中司法試験ड験੍౓のಋೖ、2�2�年の司法試験$#5ԽなͲ、ۙ࣌いくͭ かの஫໨
す΂きಈきが り͋ますが、ຊ法科大学院では、ͦ͏ したಈきも౿ま͑ ͭͭ、Ҿきଓき充実した
を੔උすることで、上ड़の理೦ɾ໨的にԊった法૤のཆڥし、学शしやすい؀ڙҭをఏڭ
成にͭな͛てߦきたいと考͑ています。
　ຊ法科大学院のΧϦΩϡϥϜは、法律جຊ科໨、実務ૅج科໨、ૅج法学ɾྡ ઀科໨、
ల։ɾઌ୺科໨に きͭ、ஈ֊的なܗでແ理なくʢ在学中司法試験ड験者もؚΊʣཤ修を
Մ能にすることを考͑て૊まれています。これにԊって、2年 ʢؒط修者ίʔεʣまたは�年 ʢؒະ
修者ίʔεʣ೪り強く学修にऔり૊Ίば、司法試験に合格するだけでなくͦ のޙ実務家とし
て࢓事をしてߦくたΊのʮૅجମ力ʯʢ෯広いઐ໳知識や法的思考能力、จষ表現能力なͲʣ
を身に着けることができるはͣです。また、在学生や修了生との交ྲྀを௨͡ てʕ法૤としての生֔の強みとなるʕ人的ωοτϫʔΫをߏஙする
こともできます。
　ຊ法科大学院では、ೖ学者のʮଟ様ੑʯが、法科大学院ڭҭをΑり実りଟきものとするとい͏ 考͑から、ೖ学者のબൈ方法として、ʮҰ
ൠબൈʯにՃ͑、ʮಛผબൈʯを実ࢪしています。ʮಛผબൈʯの͏ ち、ʮࣾ会人ɾଞ学෦ग़身者બൈʯにおいては、ॻྨ৹ࠪとޱड़試
験のみでબൈをߦいますʢこのબൈではʮ理ܥ法૤࿮ɾࡍࠃ法૤࿮ʯをઃけていることもҰͭのಛ௃ですʣ。また、法૤ίʔεग़身者を
ର৅とするಛผબൈとしては、ॻྨ৹ࠪとޱड़試験でબൈするʮ̑ 年Ұ؏ڭܕҭબൈʯʢ法૤ཆ成࿈ڠܞఆを݁んでいる学෦の法૤ίʔ
εग़身者がର৅ʣとʮ։์ܕબൈʯʢશࠃの法૤ίʔεग़身者がର৅ʣも実ࢪしています。
　*5ٕज़を活༻した෮शγεςϜ౳のະ修者ڭҭの充実にؔするॾ々の࢓૊み、ࡍࠃ的な୹ݚظ修のػ会、ۀا法務をؚΊたΤΫελʔ
ϯγοϓのঢ়گ、修了生にରするϦΧϨϯτڭҭなͲ、このϝοηʔδでは఻ き͑れないことが୔ࢁ り͋ます。このύϯϑϨοτはもちΖん、ຊ法
科大学院の΢ΣϒαΠτやઆ໌会でຊ法科大学院にͭいてҰ૚ しৄく知っていただき、ͦの݁Ռ、গしでもັ 力を͡ײ ていただけた方には、
ੋඇຊ法科大学院΁のೖ学をલ向きにݕ౼していただきたいと思います。ҙཉ͋る方々のੵۃ的なνϟϨϯδをお଴ちしています。

　法学はઆಘの学໰で り͋、આಘのたΊの手ஈとして法ྩ、判ྫ、学આなͲを活༻します。
୭かをઆಘするたΊには、ʮなぜʯとい͏ ໰いに౴ る͑ことがඞ要です。ʮなぜʯとい͏ ໰いは、
౴͑ても࣍のʮなぜʯを生みग़します。
　法律のҙٛは、ʮ法律では˓˓とఆΊられているから。ʯと౴͑れば、ͦ れҎ上のʮなぜʯ
とい͏ ໰いをҰԠはࢭΊることに り͋ます。ͦれނに、法ղऍがॏ要で り͋、判ྫや学આの
理ղも大切になります。
　ద切な法のղऍやӡ༻をߦ た͏Ίには、広くてਂい思考がෆՄܽです。ࢲがઐ໳とする
会ࣾ法では、ܦӦをࢧ る͑ۀا法務とい͏ ཱ場から՝୊にऔり૊Ήことがଟく͋ ります。ࣥ
ଆからの相ஊにରして、ʮҧ法でߦ り͋、できない。ʯと౴ る͑ことは؆୯ですが、これでは
৴頼をಘられまͤん。ΉしΖ、ʮҧ法となるՄ能ੑがߴいので、同͡ ໨的をୡ成するたΊに、
˓˓の方法でߦってはͲ͏ か。ʯとい͏ ղܾࡦをఏࣔする力こͦ が求Ίられます。
　ͦのࡍには、法ྩ౳の಺༰だけではなく、会ࣾのྺ࢙、จԽ、ܦӦঢ়گなͲを理ղし
てこͦ、ద切な法的ॿݴをߦ こ͏とができます。会ࣾがஔかれているڥ؀を理ղするたΊに
は、ࠃ಺֎のࣾ会ɾ੓࣏ɾࡁܦঢ়گを理ղすることがෆՄܽです。ۙ઀ྖҬの੫法、会ܭ、
。଴されていますظもܞӦ学との࿈ܦ
　法実務にܞわるときに実ફすることができるΑ͏ に、पลやഎܠに͋る事৘をҙ識しͭͭ、
法がಈく࢟を学んでいただきたいと思います。

法的思考力で課題の解決策を提案するڀݚՊ௕ϝοηʔδ
Պ௕ڀݚ԰େֶେֶӃ๏ֶݹ໊
த౦ �ਖ਼จ

๏ՊେֶӃ௕ϝοηʔδ 名古屋大学法科大学院で法曹を目指しませんか໊ݹ԰େֶ๏ՊେֶӃ௕
খౡɹ३
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ཤ修Ϟσϧʢ����೥౓ೖֶऀͷྫʣ
名ݹ԰大学法科大学院では、ಛにҭ成に力をೖれる法૤૾の͏ ち、ᶃࡍࠃ的なؔ心を持ちઐ໳的知識を༗する法૤、ᶄۀا法務にॏ఺を
ஔきͭ ͭϗʔϜυΫλʔとしてのαʔϏεもे 分に扱 る͑όϥϯεのऔれた法૤、ᶅϗʔϜυΫλʔとしてのαʔϏεにॏ఺をஔきͭ 法務もۀاͭ
े分に扱 る͑όϥϯεのऔれた法૤、にͭいて、ཤ修Ϟσϧをఏڙしています。Ϟσϧにとらわれͣ、自分のڵຯにしたがって科໨の૊み合
わͤを考 る͑こともできます。

˔ඞम科目ɹɹ˗બ୒ඞम

①
国
際
的
な
関
心
を
持
ち

専
門
的
知
識
を
有
す
る
法
曹

ະम�̍ �೥ ະम�̎ �೥ ະम�̏ �೥

法੍࢙

現୅ੈքͷ政࣏

実ఆ法ج ᶗૅ

ඞम科目
ج法ݑ˔ ᶗૅ
ج政法ߦ˔ ᶗૅ
˔ຽ法ج ᶗૅʙᶚ
ج法ܐ˔ ᶗૅ

実ఆ法ج ᶘૅ

ج法ݑ˔ ᶘૅ
ج政法ߦ˔ ᶘૅ
˔ຽ法ૅجᶛʙᶜ
ج法ܐ˔ ᶘૅ
˔঎法ج ᶗૅʙᶘ

法ᶗࡍࠃ
法ᶗࢲࡍࠃ

法ԋशݑ˔
政法ԋशᶗߦ˔
˔ຽ法ԋशᶗ
˔঎法ԋशᶗ
˔ຽࣄૌু法ᶗ
法ԋशᶗܐ˔
ૌু法ᶗࣄܐ˔

法ᶘࡍࠃ
法ᶘࢲࡍࠃ

政法ԋशᶘߦ˔
˔ຽ法ԋशᶘ
˔঎法ԋशᶘ
˔ຽࣄૌু法ᶘ
法ԋशᶘܐ˔
ૌু法ᶘࣄܐ˔
˔ຽࣄ実務ج ᶗૅ

法ԋशᶗࡍࠃ

ൺֱ法ᶗ・ᶙ

総合໰୊ԋश（ຽࣄ法）
総合໰୊ԋश（ࣄܐ法）

総合໰୊ԋश（ެ法）ᶗ

બ୒ඞम
˗ΤΫελʔϯγοϓ

˔ຽࣄ実務ج ᶘૅ
ૅج実務ࣄܐ˔

બ୒ඞम
˗ϩΠϠϦϯά
˗໛ٖࡋ൑（ຽࣄ


法ԋशᶘࡍࠃ
ਓͱ法ࠃ֎
法੔උࢧԉ࿦
ൺֱຽࣄ法総合

ൺֱ法ᶘ

˔法૤ྙཧ

�म�1�೥ط म�2�೥ط

総合໰୊ԋश（ެ法）ᶘ

ICT の活用

ɾ法律جຊ科໨ʢのૅج科໨ɾૌু法科໨ʣにͭきσδλϧϏσΦ࿥ը�
ɾಈըとともにʕʮ"*ʯղੳをܦてʕจࣈ৘ใがఏڙされる�

講義の映像 

ICTを活用した新しい教育手法の１つとし
て、講義収録システム（DaAlps）を用いて、
法律基本科目の一部（基礎科目・訴訟法科目）
をデジタルビデオ録画しています。受講生は、
講義の復習のために録画を視聴することがで
きます。動画とともに、AI 解析による文字情
報も併せて提供されます。

写真：株式会社レスター

ະम�̍ �೥ ະम�̎ �೥ ະम�̏ �೥

�म�1�೥ط म�2�೥ط

法఩学

実ఆ法ج ᶘૅ実ఆ法ج ᶗૅ

࿑ಇ法ᶗ
ે੫法ᶗ
法ᶗڥ؀

࿑ಇ法ᶘ
ે੫法ᶘ
法ᶘڥ؀

஍ํ࣏ࣗ法

法ͱ৺ཧ学

総合໰୊ԋश（ຽࣄ法）
総合໰୊ԋश（ࣄܐ法）

࿑ಇ法ԋश
ે੫法ԋश

総合໰୊ԋश（ެ法）ᶗ

બ୒ඞम બ୒ඞम

ຽߦࣥࣄ・อશ法
学ࣄܐ
ࣾձอো法
ൺֱެڞૌু࿦
現୅࢘ࣄܐ法࿦

総合໰୊ԋश（ެ法）ᶘ

ඞम科目 ඞम科目 ඞम科目 ඞम科目
ඞम科目 ඞम科目

ະम�1�೥ ະम�̎ �೥ ະम�̏ �೥

�म�1�೥ط म�2�೥ط

法఩学

実ఆ法ج ᶗૅ 実ఆ法ج ᶘૅ

஌త࢈ࡒ法ᶗ
法ᶗࡁܦ
౗࢈法ᶗ

஌త࢈ࡒ法ᶘ
法ᶘࡁܦ
౗࢈法ᶘ

金༥法

ൺֱ法ᶗ・ᶙ

総合໰୊ԋश（ຽࣄ法）
総合໰୊ԋश（ࣄܐ法）

౗࢈法ԋश

総合໰୊ԋश（ެ法）ᶗ

Ϗδωε・ϓϥϯχϯά
ຽߦࣥࣄ・อશ法
ҩྍͱ法

ൺֱ法ᶘ

総合໰୊ԋश（ެ法）ᶘ

બ୒ඞम બ୒ඞम
ඞम科目 ඞम科目 ඞम科目 ඞम科目

ඞम科目 ඞम科目

　博士後期課程に進学し研究者を目指す人のために、専攻領域毎の理論研究や演
習を開講しています。未修３年次（既修２年次）に履修するテーマ研究Ⅰ・Ⅱで
はリサーチペーパーを作成し、研究の第一歩を踏み出します。

博士後期課程進学について

　LSでは司法試験科目を始め様々な法分野を広く学ぶことができますが、し
かしそれ故、判例実務を中心とした学習とならざるを得ず、学説については、
通説・多数説といった評価の固まった見解に触れる程度しか時間が取れませ
ん。しかし、判例・通説・多数説の理論は、突き詰めて考えていくと問題が
少なくなく、その点を解決するために、新たな見解が日々主張されています。
そうした最新の見解まで網羅・検討・批判し、自分が妥当だと考える見解を
見つけ出し主張することこそが、法理論の探究です。博士後期課程とはこの
ような探究を行うための場であり、テーマ研究はそれに向けた練習のような
ものです。私は、現状様々な見解が混迷を極めている刑法の共犯論を徹底的
に探究したいと思い、博士後期課程へ進学しました。法理論を突き詰めて探
求していくことは骨の折れる作業ではありますが、知的好奇心溢れる方には
きっと刺激的に感じられると思います。「司法試験に受かるための勉強」を越
えて、「真に妥当な理論を見つけ出す勉強」をしてみませんか。

《法科大学院修了（博士後期課程進学）、　法学研究科助教　Oさん》
助教コメント
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　受験で焦る気持ちは正直あったけれど、その場しのぎの準備
で授業を受講するだけだとあまり身にならないので、授業で
やったことは確実に抑えるつもりで、真面目に取り組んだ。実
際に、既修 2年次の春学期の授業で扱ったテーマが司法試験に
出題された科目もあったし、予習していて自分が理解できてい
ない事項に気付くこともあったので、受験との関係でも授業は
有意義だと思う。講義の内容にあわせて、該当する単元の短答
を解くのもオススメしたい。

《法科大学院修了（既修者コース・在学中試験合格）、弁護士Hさん》
修了生コメント

　１年次春学期は論文練習に走らず、予習には１科目あたり
２～５時間をかけて理解を深めることを優先しました。授業
で全てを網羅できるわけではありませんが、厳選された問題
を深く考えることで、他科目にも通じる思考力が養われまし
た。授業で学んだ学説や判例の理解は、あてはめで使う事実
の相場観など、起案にも活きていると感じます。また、自主
ゼミを通して練習量を確保することもでき、ローでしか得ら
れない学びを実感できた１年でした。　

《法科大学院　既修２年　Mさん》
学生コメント

　既修者コースは、法科大学院入学前に一定の法律の勉強をした経
験がある方のためのコースです。法律基本科目（必修）のうち所定
の 32 単位が免除されます（ただし、5年一貫型教育選抜に合格し
て入学した方には一定の要件があります）。短期間で司法試験の受
験資格を取得することができます。

既修者コースについて
　一定の要件を満たす場合には、法科大学院在学中に司法試験を受
験することができます。ひと足先に実務の世界に飛び込むことがで
きますが、未修3年（既修2年）の7月に受験することになるため、
きちんとスケジュールを立てて学んでいくことが大切です。

在学中受験について

੒੷ධՁͷํ๏ͱج४ɺਐ੍ڃ౓
成੷ධՁɿňत࣌ۀの平ৗ఺ŉňখςετやϨϙʔτŉňظ຤試験ŉ౳の૊み合わͤにΑり�� ఺Ҏ上で合格とするʢ合格者中の成੷分෍にͭいて、
　　　　　ಛ̖��ˋ、̖ ��ˋ、̗ ��ˋ、̘ 2� と̀する໨҆をઃఆし、ެ 平さを֬อする。ʣ。�なお、तۀの � 分の � Ҏ上をܽ੮した者、ظ຤試験を��
　　　　　ܽ੮した者は、୯ҐऔಘがೝΊられない。
ਐ੍ڃ౓ɿ法律جຊ科໨ʢඞ修ʣにͭいて̜ ̥̖ ���にຬたない者はਐڃできない。͋わͤてط修ಘ୯Ґ਺の合ܭがҰఆ୯Ґ਺にຬたない
　　　　　者もਐڃをೝΊない。さらに、ະ修�年࣍生が2年࣍にਐڃするには、法科大学院ڞ௨౸ୡ౓֬ೝ試験で、Ұఆの成੷をऩΊ
　　　　　るඞ要が る͋。



ཤ修Ϟσϧʢ����೥౓ೖֶऀͷྫʣ
名ݹ԰大学法科大学院では、ಛにҭ成に力をೖれる法૤૾の͏ ち、ᶃࡍࠃ的なؔ心を持ちઐ໳的知識を༗する法૤、ᶄۀا法務にॏ఺を
ஔきͭ ͭϗʔϜυΫλʔとしてのαʔϏεもे 分に扱 る͑όϥϯεのऔれた法૤、ᶅϗʔϜυΫλʔとしてのαʔϏεにॏ఺をஔきͭ 法務もۀاͭ
े分に扱 る͑όϥϯεのऔれた法૤、にͭいて、ཤ修Ϟσϧをఏڙしています。Ϟσϧにとらわれͣ、自分のڵຯにしたがって科໨の૊み合
わͤを考 る͑こともできます。

˔ඞम科目ɹɹ˗બ୒ඞम

①
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ະम�̍ �೥ ະम�̎ �೥ ະम�̏ �೥

法੍࢙

現୅ੈքͷ政࣏

実ఆ法ج ᶗૅ

ඞम科目
ج法ݑ˔ ᶗૅ
ج政法ߦ˔ ᶗૅ
˔ຽ法ج ᶗૅʙᶚ
ج法ܐ˔ ᶗૅ

実ఆ法ج ᶘૅ

ج法ݑ˔ ᶘૅ
ج政法ߦ˔ ᶘૅ
˔ຽ法ૅجᶛʙᶜ
ج法ܐ˔ ᶘૅ
˔঎法ج ᶗૅʙᶘ

法ᶗࡍࠃ
法ᶗࢲࡍࠃ

法ԋशݑ˔
政法ԋशᶗߦ˔
˔ຽ法ԋशᶗ
˔঎法ԋशᶗ
˔ຽࣄૌু法ᶗ
法ԋशᶗܐ˔
ૌু法ᶗࣄܐ˔

法ᶘࡍࠃ
法ᶘࢲࡍࠃ

政法ԋशᶘߦ˔
˔ຽ法ԋशᶘ
˔঎法ԋशᶘ
˔ຽࣄૌু法ᶘ
法ԋशᶘܐ˔
ૌু法ᶘࣄܐ˔
˔ຽࣄ実務ج ᶗૅ

法ԋशᶗࡍࠃ

ൺֱ法ᶗ・ᶙ

総合໰୊ԋश（ຽࣄ法）
総合໰୊ԋश（ࣄܐ法）

総合໰୊ԋश（ެ法）ᶗ

બ୒ඞम
˗ΤΫελʔϯγοϓ

˔ຽࣄ実務ج ᶘૅ
ૅج実務ࣄܐ˔

બ୒ඞम
˗ϩΠϠϦϯά
˗໛ٖࡋ൑（ຽࣄ


法ԋशᶘࡍࠃ
ਓͱ法ࠃ֎
法੔උࢧԉ࿦
ൺֱຽࣄ法総合

ൺֱ法ᶘ

˔法૤ྙཧ

�म�1�೥ط म�2�೥ط

総合໰୊ԋश（ެ法）ᶘ

ICT の活用

ɾ法律جຊ科໨ʢのૅج科໨ɾૌু法科໨ʣにͭきσδλϧϏσΦ࿥ը�
ɾಈըとともにʕʮ"*ʯղੳをܦてʕจࣈ৘ใがఏڙされる�

講義の映像 

ICTを活用した新しい教育手法の１つとし
て、講義収録システム（DaAlps）を用いて、
法律基本科目の一部（基礎科目・訴訟法科目）
をデジタルビデオ録画しています。受講生は、
講義の復習のために録画を視聴することがで
きます。動画とともに、AI 解析による文字情
報も併せて提供されます。

写真：株式会社レスター

ະम�̍ �೥ ະम�̎ �೥ ະम�̏ �೥

�म�1�೥ط म�2�೥ط

法఩学

実ఆ法ج ᶘૅ実ఆ法ج ᶗૅ

࿑ಇ法ᶗ
ે੫法ᶗ
法ᶗڥ؀

࿑ಇ法ᶘ
ે੫法ᶘ
法ᶘڥ؀

஍ํ࣏ࣗ法

法ͱ৺ཧ学

総合໰୊ԋश（ຽࣄ法）
総合໰୊ԋश（ࣄܐ法）

࿑ಇ法ԋश
ે੫法ԋश

総合໰୊ԋश（ެ法）ᶗ

બ୒ඞम બ୒ඞम

ຽߦࣥࣄ・อશ法
学ࣄܐ
ࣾձอো法
ൺֱެڞૌু࿦
現୅࢘ࣄܐ法࿦

総合໰୊ԋश（ެ法）ᶘ

ඞम科目 ඞम科目 ඞम科目 ඞम科目
ඞम科目 ඞम科目

ະम�1�೥ ະम�̎ �೥ ະम�̏ �೥

�म�1�೥ط म�2�೥ط

法఩学

実ఆ法ج ᶗૅ 実ఆ法ج ᶘૅ

஌త࢈ࡒ法ᶗ
法ᶗࡁܦ
౗࢈法ᶗ

஌త࢈ࡒ法ᶘ
法ᶘࡁܦ
౗࢈法ᶘ

金༥法

ൺֱ法ᶗ・ᶙ

総合໰୊ԋश（ຽࣄ法）
総合໰୊ԋश（ࣄܐ法）

౗࢈法ԋश

総合໰୊ԋश（ެ法）ᶗ

Ϗδωε・ϓϥϯχϯά
ຽߦࣥࣄ・อશ法
ҩྍͱ法

ൺֱ法ᶘ

総合໰୊ԋश（ެ法）ᶘ

બ୒ඞम બ୒ඞम
ඞम科目 ඞम科目 ඞम科目 ඞम科目

ඞम科目 ඞम科目

　博士後期課程に進学し研究者を目指す人のために、専攻領域毎の理論研究や演
習を開講しています。未修３年次（既修２年次）に履修するテーマ研究Ⅰ・Ⅱで
はリサーチペーパーを作成し、研究の第一歩を踏み出します。

博士後期課程進学について

　LSでは司法試験科目を始め様々な法分野を広く学ぶことができますが、し
かしそれ故、判例実務を中心とした学習とならざるを得ず、学説については、
通説・多数説といった評価の固まった見解に触れる程度しか時間が取れませ
ん。しかし、判例・通説・多数説の理論は、突き詰めて考えていくと問題が
少なくなく、その点を解決するために、新たな見解が日々主張されています。
そうした最新の見解まで網羅・検討・批判し、自分が妥当だと考える見解を
見つけ出し主張することこそが、法理論の探究です。博士後期課程とはこの
ような探究を行うための場であり、テーマ研究はそれに向けた練習のような
ものです。私は、現状様々な見解が混迷を極めている刑法の共犯論を徹底的
に探究したいと思い、博士後期課程へ進学しました。法理論を突き詰めて探
求していくことは骨の折れる作業ではありますが、知的好奇心溢れる方には
きっと刺激的に感じられると思います。「司法試験に受かるための勉強」を越
えて、「真に妥当な理論を見つけ出す勉強」をしてみませんか。

《法科大学院修了（博士後期課程進学）、　法学研究科助教　Oさん》
助教コメント
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　受験で焦る気持ちは正直あったけれど、その場しのぎの準備
で授業を受講するだけだとあまり身にならないので、授業で
やったことは確実に抑えるつもりで、真面目に取り組んだ。実
際に、既修 2年次の春学期の授業で扱ったテーマが司法試験に
出題された科目もあったし、予習していて自分が理解できてい
ない事項に気付くこともあったので、受験との関係でも授業は
有意義だと思う。講義の内容にあわせて、該当する単元の短答
を解くのもオススメしたい。

《法科大学院修了（既修者コース・在学中試験合格）、弁護士Hさん》
修了生コメント

　１年次春学期は論文練習に走らず、予習には１科目あたり
２～５時間をかけて理解を深めることを優先しました。授業
で全てを網羅できるわけではありませんが、厳選された問題
を深く考えることで、他科目にも通じる思考力が養われまし
た。授業で学んだ学説や判例の理解は、あてはめで使う事実
の相場観など、起案にも活きていると感じます。また、自主
ゼミを通して練習量を確保することもでき、ローでしか得ら
れない学びを実感できた１年でした。　

《法科大学院　既修２年　Mさん》
学生コメント

　既修者コースは、法科大学院入学前に一定の法律の勉強をした経
験がある方のためのコースです。法律基本科目（必修）のうち所定
の 32 単位が免除されます（ただし、5年一貫型教育選抜に合格し
て入学した方には一定の要件があります）。短期間で司法試験の受
験資格を取得することができます。

既修者コースについて
　一定の要件を満たす場合には、法科大学院在学中に司法試験を受
験することができます。ひと足先に実務の世界に飛び込むことがで
きますが、未修3年（既修2年）の7月に受験することになるため、
きちんとスケジュールを立てて学んでいくことが大切です。

在学中受験について

੒੷ධՁͷํ๏ͱج४ɺਐ੍ڃ౓
成੷ධՁɿňत࣌ۀの平ৗ఺ŉňখςετやϨϙʔτŉňظ຤試験ŉ౳の૊み合わͤにΑり�� ఺Ҏ上で合格とするʢ合格者中の成੷分෍にͭいて、
　　　　　ಛ̖��ˋ、̖ ��ˋ、̗ ��ˋ、̘ 2� と̀する໨҆をઃఆし、ެ 平さを֬อする。ʣ。�なお、तۀの � 分の � Ҏ上をܽ੮した者、ظ຤試験を��
　　　　　ܽ੮した者は、୯ҐऔಘがೝΊられない。
ਐ੍ڃ౓ɿ法律جຊ科໨ʢඞ修ʣにͭいて̜ ̥̖ ���にຬたない者はਐڃできない。͋わͤてط修ಘ୯Ґ਺の合ܭがҰఆ୯Ґ਺にຬたない
　　　　　者もਐڃをೝΊない。さらに、ະ修�年࣍生が2年࣍にਐڃするには、法科大学院ڞ௨౸ୡ౓֬ೝ試験で、Ұఆの成੷をऩΊ
　　　　　るඞ要が る͋。
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修了生メッセージ

　平成 28 年に名大法科大学院を
修了し、同年の司法試験に合格し
ました。現在は弁護士として大阪
の総合法律事務所で知財案件を
中心に扱っています。
　実務では法的知識や論理的思
考力もさることながら、依頼者か
ら話を聞く力、相手方と交渉する

力、自らの主張を裁判所に向けて分かりやすく表現する力
と、様々な能力が要求されます。法科大学院は机上における
勉強と実務を繋ぐ場です。司法試験に向けた勉強に囚われが
ちですが、ぜひ視野を広く持ち、実務家となったときに発揮
できる能力を友人たちと切磋琢磨しながら身に着けていた
だければと思います。
　充実した法科大学院生活を送った皆さんと実務の場でお
会いできることを楽しみにしています。

名ݹ԰大学法学෦�˰�名ݹ԰大学法科大学院
˰�弁護士法人大ڮߐ法律事務所ɾ弁護士

ਿ野 �จ߳

　2��� 年修了の裁判׭です。
思いฦͤばջかしい法科大学院ʢҎԼʮ-4ʯʣ。みんなで勉

強し、ݕ౼し、ϓϥϞσϧを࡞る。いΖいΖなग़自の方とٞ論
し、༡Ϳ。試験のෆ҆は、友人やڭһと相ஊしてղফする。Ͳ
れも -4 のԿؾない೔ৗですが、これらのܦ験がڠಇして৽
しい໰୊にऔり૊Ήとい͏法૤に大切な能力をཆいます。院
಺が、試験ରࡦばかりに༂ىでَؾഭる、とい͏งғؾでは
なかったからこͦ೔ৗが充実したのでしΐ͏。
　౰࣌をৼりฦるとʜʜ。�͑ 、�จ
਺も͏ないのࣈ  

ともかく、このఔ౓ではޠりਚく
ͤないັ力がຊ院には͋ります。こ
れをॻいていたらまた -4 生活を
したくなりましたが、ͦ れはできな
いので、ぜひ、皆さんが-4生活を楽
しんでいただければ޾いです。

中ژ大学法学෦�˰�名ݹ԰大学法科大学院�
˰�裁判׭

ॾҪ �༤༎

　ੈք࠷大ن໛のԽ学ϝʔΧʔ
#"4'ʢຊࣾυΠπʣの೔ຊ法人
でΞάϦϏδωε෦໳の )FBE�
PG�-FHBMを務Ίています。ӳจɾ
࿨จܖ໿ϨϏϡʔの΄か、৽੡
඼上ࢢ౳のϓϩδΣΫτにՃ
わり、ڝ૪法 � �表法ܠ EBUB�
QSJWBDZ ౳のݟ஍から法的Ξυ

όΠεをしています。άϩʔόϧ � ϩʔΧϧとも、։発、Ϛʔ
έςΟϯά、ηʔϧε、ྲྀ ௨੓ࡦ౳の֤෦໳とڠಇして৽た
なՁ஋をࣾ会にఏڙしていくことはΠϯϋ΢εの大きなັ
力と思います。Ұ方、法務にظ଴されている̎ͭのػ能、Ψʔ
σΟΞϯとύʔτφʔのόϥϯεは೰ましいのですが、ͦ の
ときに -4 で学んだجຊが活きています。法律家の͋り方は
ଟ様です。ଟ様ੑをकるཱ場に͋る法律家だからこͦ、ͦ͏
͋りたいとも思います。

୲౰ൿॻࡦ会ٞһ੓ࠃ�˰�ጯٛक़大学法学෦�˰�ް生࿑ಇলܚ
˰�名ݹ԰大学法科大学院�˰ࠤ�౻૰合法律事務所�˰�τϤλϗʔϜ
˰�/PWP�/PSEJTL�˰�#"4'δϟύϯ᷂�)FBE�PG�-FHBM�"1ɾ弁護士

大ੴ �҆හ

2��� 年に法科大学院を修了して司法試験に合格しました。
　司法修शલޙにはϒϥδϧでの自ݚݾ修もߦいͭͭ、現在
は、主にϙϧτΨϧݍޠɾεϖΠϯݍޠの方に向けて弁護士
。をしていますۀ
　૝૾していたΑりもجຊ࿡法をݕ౼するػ会はඇৗにଟ
く、ͦのଞの法ྩをݕ౼するࡍも、ड験生࣌୅の学ͼが݂೑
となって͑ࢧてくれていることを௧ײします。
　ະだ裁判ྫも学આもग़ていないະ知の໰୊がग़てくることも
ଟいです。法科大学院での೔々の勉
強が、কདྷの皆様のΏる͗ない実力
になると৴͡ています。
も実務家としてまだまだಓ൒ࢲ　
ばですので、ॳ心を๨れͣにؤ張っ
てまいります。実務でお会いできる
ことを心଴ちにしています。

名ݹ԰大学法学෦�˰�名ݹ԰大学法科大学院
˰�大ባୡ࠸法律事務所�
˰�/10法人ɾࠃ֎ब࿑者৘ใԉ護ηϯλʔઐ務理事、弁護士

র԰ �ΤΠδ

तۀྉ
282
���ԁ

年ؒ8��
���ԁʢय़学ظŋळ学ظの֤��2ظ
���ԁʣ

学ۀ༏लとೝΊられ、かͭ、ࡁܦ的な理༝にΑりतۀྉのೲೖがࠔ೉な者にରしては、બ考の上、
。ྉの໿൒ֹ相౰が໔আされますۀのतظ֤
2ˎ�2�年౓Ҏ߱、੍ ౓のݟ௚しにΑり໔আֹが૿ֹするՄ能ੑが り͋ます。

ೖ 学 ྉ

त ۀ ྉ

त ۀ ྉ ໔ আ

https://www.law.nagoya-u.ac.jp/ls/tuition.html
授業料・奨学金・現況

名ݹ԰大学法科大学院は、2���年の૑ઃから2�年をܦて、中෦೔ຊのװج大学として、自༝なڞ生生活をࣾࡍࠃ、͑ࢧ会の中で活༂す
る人ࡐを着実にཆ成しています。

ˎこのଞ、ήετڠ、ࢣߨ力ڭһ、՝୊ࢦಋһ、ڭҭ࿈ڭܞһなͲとして弁護士をؚΉଟくඇৗڭۈһがຊ学における法科大学院ڭҭにܞわっています。
。һ૊৫ʯで֬͝ೝくださいڭ԰大学法科大学院)1ʮݹ৽の৘ใにؔしては、名࠷ˎ

ҭ࣮੷ڭ

һ৘ใڭ
専任教員

法ʣܐ�ʢٱ　　ాڮ

ਂᖒཾҰ࿠�ʢߦ੓法ʣ

ଜ上　ਖ਼ࢠ�ʢຽ事ૌু法ʣ

ଜా　݈հ�ʢຽ法ʣ

研究者教員（10名）
య�ʢ঎法ʣࠀ　Ҫࠓ

大Տ಺ඒل�ʢݑ法ʣ

�ʢຽ法ʣ໌ܟ　ࢠۚ

ণ༟ʢຽ法ʣ　ా܀

খౡ　　३�ʢܐ事ૌু法ʣ

༞հ�ʢે੫法ʣ　ڮ∁

஛಺　޾৳�ʢ裁判׭ʣ

ຑ　ాࢁ ʢొ弁護士ʣ

実務家教員（4名）
ҥּ　ར඙�ʢ׭࡯ݕʣ

඼઒　ࡊ௡ඒ�ʢ弁護士ʣ

兼担教員 【科目担当教員】
ྛ　ਅࢠو�ʢ೔ຊ法੍࢙ʣ

લా　௚ࢠ�ʢࡍࠃ法ʣ�

.$(*/5:�4FBO�.JDIBFM�ʢൺֱ法、঎法ʣ

দඌ　　ཅ�ʢ法఩学ʣ

দా　وจ�ʢຽ法ʣ

ਫౡ　๎ଇ�ʢࡍࠃ法ʣ

໼野　ণߒ�ʢ࿑ಇ法ʣ

ԣߔ　　大�ʢࢲࡍࠃ法ʣ

総合法政専攻所属（16名）
Ӊా઒޾ଇ�ʢ中ࠃ法ʣ

Ԭ　　ࠀ඙�ʢΞδΞ法ʣ

ᴡ౻　জࢠ�ʢܐ法ʣ

張　ݭࢠ����ʢຽ事ૌু法ʣ

中野　ົࢠ�ʢࣾ会อো法ʣ

中౦　ਖ਼จ�ʢ঎法ʣ

੢Ҫ　ࢤ৫�ʢ知的財࢈法ʣ

ྛ　　ल໻�ʢࡁܦ法ʣ

ӬҪ　߁೭�ʢ弁護士ʣ

客員教員（3名）
ᖂ୩　　า�ʢ弁護士ʣ

ਿࢁ　ԓࢠ�ʢ弁護士ʣ

招聘教員（4名）
҂ژ　ਖ਼܇�ʢ名ݹ԰大学名༪ڭतʣ

ᅳҪ　߂थ�ʢ法務総合ڀݚ所ʣ

஍方裁判所ʣژଠ�ʢ౦޺　໦ࠇ

野੉　ൣݑ�ʢ法務総合ڀݚ所ʣ

非常勤講師（16名）【科目担当教員】
ࢣ޹　ੵ҆

ҏ౻　๎ل

খാ　　Ү

Տ๺　ཅհ

ਆࢁ　ஐඒ

઒ޱ　௚໵

ౡ　　য়ݯ

ਿӜ　ಙ޺

ླ໦৻ଠ࿠

੝ా　༟จ

༄ᖒ　　෢

༄୔　༤ೋ

௚໵　ޱࢁ

ຊ　ক成ࢁ

एྛ　ี޺

࿨ా　　ഹ　

兼担教員
ੴҪ　　ߊ�ʢҩ学ڀݚܥ科ʣ

ౡా　　ݭ�ʢࡍࠃ։発ڀݚ科ʣ

他研究科所属（2名）【科目担当教員】

109

98

60

62

66

77

114

35

32

27

28

24

33

51

68

57

25

27

33

34

44

103

89

52

55

57

67

95

6

9

3

8

6

8

14

26

33

11

17

17

17

15

32

42

14

25

23

25

29

出願者
受験者 合格者

未修 既修 計 未修 既修 計

（令和6）

（令和5）

（令和4）

（令和3）

（令和2）

（令和元）

（平成30）

2024

2023

2022

2021

2020

2019

2018

《司法試験合格者数》

裁判׭೚׭

�༺事೚ݕ � �

弁護士ʢ法律事務所、ۀا಺　なͲʣ

ͦのଞʢ司法修श、ਐ学 なͲʣ

ެ務һ

ʢ法務෦໳ʣۀا

ɾਐ学ڀݚҭɾڭ

ͦのଞʢۀا、大学৬һなͲʣ

�� 名

2� 名

��� 名

�2 名

�� 名

�� 名

8 名

28 名

ʢ2���－2�2� 年౓総修了者਺ɿ��� 名ʣ

ྦྷੵ合格཰
શࠃ �� Ґ63.58�

《修了生の進路（2025年6月）》

司法試験合格者 �����名

《入学者選抜》
2025年度（2024年度実施）入学試験

入学者数合格者数受験者数志願者数試験区分

未修者 （3 年コース）

既修者 （2 年コース）

5 年一貫

社会人 ・他学部

開放型

ˎҰൠબൈ　྆ίʔεのซئ者　　�2 名

14

21

16

49

137

13

20

14

18

44

18

40

一般選抜

特別選抜

78*

158*

4

3

3

4

3

3

ଟ方໘で活༂する修了生

兼任教員
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修了生メッセージ

　平成 28 年に名大法科大学院を
修了し、同年の司法試験に合格し
ました。現在は弁護士として大阪
の総合法律事務所で知財案件を
中心に扱っています。
　実務では法的知識や論理的思
考力もさることながら、依頼者か
ら話を聞く力、相手方と交渉する

力、自らの主張を裁判所に向けて分かりやすく表現する力
と、様々な能力が要求されます。法科大学院は机上における
勉強と実務を繋ぐ場です。司法試験に向けた勉強に囚われが
ちですが、ぜひ視野を広く持ち、実務家となったときに発揮
できる能力を友人たちと切磋琢磨しながら身に着けていた
だければと思います。
　充実した法科大学院生活を送った皆さんと実務の場でお
会いできることを楽しみにしています。

名ݹ԰大学法学෦�˰�名ݹ԰大学法科大学院
˰�弁護士法人大ڮߐ法律事務所ɾ弁護士

ਿ野 �จ߳

　2��� 年修了の裁判׭です。
思いฦͤばջかしい法科大学院ʢҎԼʮ-4ʯʣ。みんなで勉

強し、ݕ౼し、ϓϥϞσϧを࡞る。いΖいΖなग़自の方とٞ論
し、༡Ϳ。試験のෆ҆は、友人やڭһと相ஊしてղফする。Ͳ
れも -4 のԿؾない೔ৗですが、これらのܦ験がڠಇして৽
しい໰୊にऔり૊Ήとい͏法૤に大切な能力をཆいます。院
಺が、試験ରࡦばかりに༂ىでَؾഭる、とい͏งғؾでは
なかったからこͦ೔ৗが充実したのでしΐ͏。
　౰࣌をৼりฦるとʜʜ。�͑ 、�จ
਺も͏ないのࣈ  

ともかく、このఔ౓ではޠりਚく
ͤないັ力がຊ院には͋ります。こ
れをॻいていたらまた -4 生活を
したくなりましたが、ͦ れはできな
いので、ぜひ、皆さんが-4生活を楽
しんでいただければ޾いです。

中ژ大学法学෦�˰�名ݹ԰大学法科大学院�
˰�裁判׭

ॾҪ �༤༎

　ੈք࠷大ن໛のԽ学ϝʔΧʔ
#"4'ʢຊࣾυΠπʣの೔ຊ法人
でΞάϦϏδωε෦໳の )FBE�
PG�-FHBMを務Ίています。ӳจɾ
࿨จܖ໿ϨϏϡʔの΄か、৽੡
඼上ࢢ౳のϓϩδΣΫτにՃ
わり、ڝ૪法 � �表法ܠ EBUB�
QSJWBDZ ౳のݟ஍から法的Ξυ

όΠεをしています。άϩʔόϧ � ϩʔΧϧとも、։発、Ϛʔ
έςΟϯά、ηʔϧε、ྲྀ ௨੓ࡦ౳の֤෦໳とڠಇして৽た
なՁ஋をࣾ会にఏڙしていくことはΠϯϋ΢εの大きなັ
力と思います。Ұ方、法務にظ଴されている̎ͭのػ能、Ψʔ
σΟΞϯとύʔτφʔのόϥϯεは೰ましいのですが、ͦ の
ときに -4 で学んだجຊが活きています。法律家の͋り方は
ଟ様です。ଟ様ੑをकるཱ場に͋る法律家だからこͦ、ͦ͏
͋りたいとも思います。

୲౰ൿॻࡦ会ٞһ੓ࠃ�˰�ጯٛक़大学法学෦�˰�ް生࿑ಇলܚ
˰�名ݹ԰大学法科大学院�˰ࠤ�౻૰合法律事務所�˰�τϤλϗʔϜ
˰�/PWP�/PSEJTL�˰�#"4'δϟύϯ᷂�)FBE�PG�-FHBM�"1ɾ弁護士

大ੴ �҆හ

2��� 年に法科大学院を修了して司法試験に合格しました。
　司法修शલޙにはϒϥδϧでの自ݚݾ修もߦいͭͭ、現在
は、主にϙϧτΨϧݍޠɾεϖΠϯݍޠの方に向けて弁護士
。をしていますۀ
　૝૾していたΑりもجຊ࿡法をݕ౼するػ会はඇৗにଟ
く、ͦのଞの法ྩをݕ౼するࡍも、ड験生࣌୅の学ͼが݂೑
となって͑ࢧてくれていることを௧ײします。
　ະだ裁判ྫも学આもग़ていないະ知の໰୊がग़てくることも
ଟいです。法科大学院での೔々の勉
強が、কདྷの皆様のΏる͗ない実力
になると৴͡ています。
も実務家としてまだまだಓ൒ࢲ　
ばですので、ॳ心を๨れͣにؤ張っ
てまいります。実務でお会いできる
ことを心଴ちにしています。

名ݹ԰大学法学෦�˰�名ݹ԰大学法科大学院
˰�大ባୡ࠸法律事務所�
˰�/10法人ɾࠃ֎ब࿑者৘ใԉ護ηϯλʔઐ務理事、弁護士

র԰ �ΤΠδ

तۀྉ
282
���ԁ

年ؒ8��
���ԁʢय़学ظŋळ学ظの֤��2ظ
���ԁʣ

学ۀ༏लとೝΊられ、かͭ、ࡁܦ的な理༝にΑりतۀྉのೲೖがࠔ೉な者にରしては、બ考の上、
。ྉの໿൒ֹ相౰が໔আされますۀのतظ֤
2ˎ�2�年౓Ҏ߱、੍ ౓のݟ௚しにΑり໔আֹが૿ֹするՄ能ੑが り͋ます。

ೖ 学 ྉ

त ۀ ྉ

त ۀ ྉ ໔ আ

https://www.law.nagoya-u.ac.jp/ls/tuition.html
授業料・奨学金・現況

名ݹ԰大学法科大学院は、2���年の૑ઃから2�年をܦて、中෦೔ຊのװج大学として、自༝なڞ生生活をࣾࡍࠃ、͑ࢧ会の中で活༂す
る人ࡐを着実にཆ成しています。

ˎこのଞ、ήετڠ、ࢣߨ力ڭһ、՝୊ࢦಋһ、ڭҭ࿈ڭܞһなͲとして弁護士をؚΉଟくඇৗڭۈһがຊ学における法科大学院ڭҭにܞわっています。
。һ૊৫ʯで֬͝ೝくださいڭ԰大学法科大学院)1ʮݹ৽の৘ใにؔしては、名࠷ˎ

ҭ࣮੷ڭ

һ৘ใڭ
専任教員

法ʣܐ�ʢٱ　　ాڮ

ਂᖒཾҰ࿠�ʢߦ੓法ʣ

ଜ上　ਖ਼ࢠ�ʢຽ事ૌু法ʣ

ଜా　݈հ�ʢຽ法ʣ

研究者教員（10名）
య�ʢ঎法ʣࠀ　Ҫࠓ

大Տ಺ඒل�ʢݑ法ʣ

�ʢຽ法ʣ໌ܟ　ࢠۚ

ণ༟ʢຽ法ʣ　ా܀

খౡ　　३�ʢܐ事ૌু法ʣ

༞հ�ʢે੫法ʣ　ڮ∁

஛಺　޾৳�ʢ裁判׭ʣ

ຑ　ాࢁ ʢొ弁護士ʣ

実務家教員（4名）
ҥּ　ར඙�ʢ׭࡯ݕʣ

඼઒　ࡊ௡ඒ�ʢ弁護士ʣ

兼担教員 【科目担当教員】
ྛ　ਅࢠو�ʢ೔ຊ法੍࢙ʣ

લా　௚ࢠ�ʢࡍࠃ法ʣ�

.$(*/5:�4FBO�.JDIBFM�ʢൺֱ法、঎法ʣ

দඌ　　ཅ�ʢ法఩学ʣ

দా　وจ�ʢຽ法ʣ

ਫౡ　๎ଇ�ʢࡍࠃ法ʣ

໼野　ণߒ�ʢ࿑ಇ法ʣ

ԣߔ　　大�ʢࢲࡍࠃ法ʣ

総合法政専攻所属（16名）
Ӊా઒޾ଇ�ʢ中ࠃ法ʣ

Ԭ　　ࠀ඙�ʢΞδΞ法ʣ

ᴡ౻　জࢠ�ʢܐ法ʣ

張　ݭࢠ����ʢຽ事ૌু法ʣ

中野　ົࢠ�ʢࣾ会อো法ʣ

中౦　ਖ਼จ�ʢ঎法ʣ

੢Ҫ　ࢤ৫�ʢ知的財࢈法ʣ

ྛ　　ल໻�ʢࡁܦ法ʣ

ӬҪ　߁೭�ʢ弁護士ʣ

客員教員（3名）
ᖂ୩　　า�ʢ弁護士ʣ

ਿࢁ　ԓࢠ�ʢ弁護士ʣ

招聘教員（4名）
҂ژ　ਖ਼܇�ʢ名ݹ԰大学名༪ڭतʣ

ᅳҪ　߂थ�ʢ法務総合ڀݚ所ʣ

஍方裁判所ʣژଠ�ʢ౦޺　໦ࠇ

野੉　ൣݑ�ʢ法務総合ڀݚ所ʣ

非常勤講師（16名）【科目担当教員】
ࢣ޹　ੵ҆

ҏ౻　๎ل

খാ　　Ү

Տ๺　ཅհ

ਆࢁ　ஐඒ

઒ޱ　௚໵

ౡ　　য়ݯ

ਿӜ　ಙ޺

ླ໦৻ଠ࿠

੝ా　༟จ

༄ᖒ　　෢

༄୔　༤ೋ

௚໵　ޱࢁ

ຊ　ক成ࢁ

एྛ　ี޺

࿨ా　　ഹ　

兼担教員
ੴҪ　　ߊ�ʢҩ学ڀݚܥ科ʣ

ౡా　　ݭ�ʢࡍࠃ։発ڀݚ科ʣ

他研究科所属（2名）【科目担当教員】

109

98

60

62

66

77

114

35

32

27

28

24

33

51

68

57

25

27

33

34

44

103

89

52

55

57

67

95

6

9

3

8

6

8

14

26

33

11

17

17

17

15

32

42

14

25

23

25

29

出願者
受験者 合格者

未修 既修 計 未修 既修 計

（令和6）

（令和5）

（令和4）

（令和3）

（令和2）

（令和元）

（平成30）

2024

2023

2022

2021

2020

2019

2018

《司法試験合格者数》

裁判׭೚׭

�༺事೚ݕ � �

弁護士ʢ法律事務所、ۀا಺　なͲʣ

ͦのଞʢ司法修श、ਐ学 なͲʣ

ެ務һ

ʢ法務෦໳ʣۀا

ɾਐ学ڀݚҭɾڭ

ͦのଞʢۀا、大学৬һなͲʣ

�� 名

2� 名

��� 名

�2 名

�� 名

�� 名

8 名

28 名

ʢ2���－2�2� 年౓総修了者਺ɿ��� 名ʣ

ྦྷੵ合格཰
શࠃ �� Ґ63.58�

《修了生の進路（2025年6月）》

司法試験合格者 �����名

《入学者選抜》
2025年度（2024年度実施）入学試験

入学者数合格者数受験者数志願者数試験区分

未修者 （3 年コース）

既修者 （2 年コース）

5 年一貫

社会人 ・他学部

開放型

ˎҰൠબൈ　྆ίʔεのซئ者　　�2 名

14

21

16

49

137

13

20

14

18

44

18

40

一般選抜

特別選抜

78*

158*

4

3

3

4

3

3

ଟ方໘で活༂する修了生

兼任教員



԰େֶ๏ՊେֶӃͰ͸ɺ๏ֶະमऀίʔεʢ̏ݹ໊ ೥੍ʣͱ๏ֶط
मऀίʔεʢ̎ ೥੍ʣʹ ෼͚ͯೖֶऀͷืूΛߦͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ೖࢼ͸ɺ๏૤ίʔεमྃऀ·ͨ͸ࣾձਓɾଞֶ෦ग़਎ऀΛର৅ͱ
ͨ͠ಛผબൈͱҰൠબൈͱʹ෼͔Ε͍ͯ·͢ɻ

9月 10月 11月

ࣾձਓɾଞ学෦��
ग़਎者選抜

�月20೔˔
ड़試験ޱ

ʪ法૤ίʔεग़਎者ʫ�ɹ
年̑Ұ؏ڭҭ選抜

ʪ法૤ίʔεग़਎者ʫ����
��։์ܕ選抜

�月��೔˔
ड़試験ޱ

特
別
選
抜

�0月25೔˔
චه試験ɹ

一般
選
抜

मऀίʔεط
30名程度

�೥Ұ؏ܕ教ҭબൈ��໊
։์ܕબൈ�໊ΛؚΉ

ະमऀίʔε
20名程度
ࣾձਓɾଞֶ෦ग़਎ऀ
બൈ�໊ఔ౓ΛؚΉ

・�ग़ئక੾�・10/2 ・�ೖֶऀબൈ�・

合格ൃද

10/25 26
11/6

໦

ਫ

೔

໦

౔

ืूਓ数

ະ修
修ط චه試験

入試Ҋ಺《2026年度入学者選抜》

名ݹ԰େ学ϗʔϜϖʔδ（ܞଳαΠτ）
https://EaigaLujc.jp/nagoya-u/

Ұൠ選抜 ˎֶੜืूཁ߲͸)1ʹͯެදத

ग़ؒظئ ग़ئॻྨड෇ؒظ�ɿ��݄��೔ʢ݄ʣʙ��݄�೔ʢ໦ʣʢඞணʣɹɹΠϯλʔωοτग़ئ�ɿ��݄��೔ʢ݄ʣʙ��݄�೔ʢਫʣ

ॻྨ৹ࠪ ཧ༝ॻɺࣗئࢤ ɺࣾ֨ࢿͷೳྗɺ専໳తޠݴҎ֎ͷޠධՁҰཡʢ೔ຊݾ ձݧܦ౳ʣ͓ ΑͼࣗݾධՁॻͷ಺༰ɺͳΒͼ
੒੷ΛɺΞυϛογϣϯɾϙϦγʔʹরΒ͠ۀֶʹ ͯ૯߹తʹ൑அ

๏ֶطमऀίʔεɿ๏཯Պ໨ݧࢼʢެ๏ܥՊ໨ɺຽࣄ๏ܥՊ໨ɺࣄܐ๏ܥՊ໨ʣ
๏ֶະमऀίʔεɿখ࿦จݧࢼචݧࢼه

ಛผ選抜 ˎ֤બൈํࣜͷซئͷՄ൱΋ؚΊɺৄ͘͠͸ֶੜืूཁ߲Ͱ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

෼۠ݧࢼ

ରɹɹ৅

ग़ؒظئ

名ݹ԰େ学法科େ学Ӄ
https://www.law.nagoya-u.ac.jp/ls/

ืूཁ߲
https://www.law.nagoya-u.ac.jp/aEmissions/
ɹɹ�����ɹaCout-postgSaEuatF/applicants.html

ɾ෯͍޿஌ݟʹΑͬͯ͑ࢧΒΕͨ෼ੳྗͱ࿦ཧతྗߟࢥɺߟࢥͷաఔٴͼ݁ՌΛత֬ʹද͢ݱΔೳྗʢ࿦ड़ྗʣ
ɾਖ਼ٛ΍ݖརʹහײͰɺࣾձɾࡁܦʹର͢Δ͍ؔڧ৺Λͪ࣋ɺͦ͜Ͱੜ͍ͯ͡Δ໰୊Λൃ͠ݟɺ͜ΕΛద੾ʹॲཧͰ͖Δجຊతͳೳྗ
ɾطमऀίʔεͷֶੜʹ͸ɺ๏ֶͷجຊతͳՊ໨ʹ͍ͭͯͷे෼ͳ஌ࣝ

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ໊ݹ԰େֶ๏ՊେֶӃͰ͸ɺ্هೳྗΛඋ͑ɺ͍ޓʹ੾᛭ୖຏͰ͖ΔਓࡐΛٻΊ͍ͯ·͢ɻ

求
め
る
学
生
像

Πϯλʔωοτग़ئక੾
�0��ɹ

�೥ఔ౓Ҏ্ͷࣾձݧܦΛ༗͢Δ ɾऀ๏ֶ
ͷ՝ఔͰͳ͍՝ఔͷग़਎ऀΛର৅ͱ͠ܥ
ͨಛผબൈͰ͢ɻཧܥͷ஌ࣝ΍ࡍࠃతͳ
ؔ৺΋ධՁ͠·͢ɻ

ຊ๏ՊେֶӃ͕๏૤ཆ੒࿈ڠܞఆΛ݁Μ
Ͱ͍Δେֶֶ෦ͷ๏૤ίʔεΛमྃ͠ɺֶ
෦Λଔ͢ۀΔࠐݟΈͷऀΛର৅ͱͨ͠ಛ
ผબൈͰ͢ɻ

େֶֶ෦ͷ๏૤ίʔεΛमྃ͠ɺֶ ෦Λଔ
ΈͷऀΛର৅ͱͨ͠ಛผબൈࠐݟΔ͢ۀ
Ͱ͢ɻ๏૤ཆ੒࿈ڠܞఆΛ݁ΜͰ͍Δେ
ֶֶ෦ͷ๏૤ίʔεʹݶఆ͞Ε·ͤΜɻ

ࣾձਓɾଞ学෦ग़਎者選抜 5年Ұ؏ڭܕҭ選抜 ։์ܕ選抜

ग़ئॻྨड෇ظ ɿؒ
�݄�೔ʢ݄ʣʙ�݄�೔ʢ໦ʣʢඞணʣ

Πϯλʔωοτग़ئɿ
�݄��೔ʢ݄ʣʙ�݄�೔ʢਫʣ

ग़ئॻྨड෇ظ ɿؒ
�݄�೔ʢ݄ʣʙ�݄�೔ʢ໦ʣʢඞணʣ

Πϯλʔωοτग़ئɿ
�݄��೔ʢ݄ʣʙ�݄�೔ʢਫʣ

ग़ئॻྨड෇ظ ɿؒ
�݄��೔ʢ݄ʣʙ��݄�೔ʢ໦ʣʢඞணʣ

Πϯλʔωοτग़ئɿ
�݄��೔ʢ݄ʣʙ��݄�೔ʢਫʣ
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